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はじめに

国際標準化に関わるニュース

出典：日経新聞©JSA 2021
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はじめに

本日の講義の狙い

国際標準化の重要性を理解し，国際標準化に参加するために，

 標準化の基礎知識を習得する

 ISOと国際標準化の体制・プロセスを理解する
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はじめに

講師紹介

一般財団法人 日本規格協会

システム系規格開発ユニット

高井玉歩

日本規格協会で国際標準化業務を担当

社会システム分野の国際規格開発

ISO/TC 69（統計的方法の適用）SC6, SC8 国際幹事

ISO/TC 324 （シェアリングエコノミー） WG1 セクレタリ

ISO/TC 321（電子商取引の保証） SG2 コンビーナ
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はじめに

日本規格協会グループ

一般財団法人
日本規格協会
（JSA）

日本規格協会
ソリューションズ

株式会社
(JSA-SOL)

一般財団法人
日本要員認証協会

(JRCA)

ISO/IEC規格開発

JIS規格開発

JSA規格開発

出版情報事業

研修事業

組織認証事業

サービス認証事業

要員認証事業
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はじめに

1. 標準化と規格

2. 国際標準化への参加

3. JSAの取組み

本日の講義のアジェンダ

・標準化とは
・規格の分類
・国際標準化の重要性

・国際標準化機関
・ISOの規格開発体制とプロセス
・国内審議体制
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1. 標準化と規格

・標準化とは

・規格の分類

・国際標準化の重要性

アジェンダ
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標準化と規格

 実在の問題又は起こる可能性がある問題に関して，

 与えられた状況において最適な秩序を得ることを目的として，

 共通に，かつ，繰り返して使用するための

 記述事項を確立する活動

標準化の定義

“ JIS Z 8002:2006, 標準化及び関連活動― 一般的な用語”

課題

最適化

ルール化

共通
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標準化と規格

標準化の定義 ～非常口マークの例～

©JSA 2021
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標準化と規格

標準化の定義 ～非常口マークの例～

マークがばらばらだと非常時
に逃げ遅れる人がいるかも

誰でも一目で理解できるマー
クは・・・？

これを共通的に使おう！

課題

最適化

共通

ルール化 規格に定めよう！
©JSA 2021
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標準化のもつ働き

一定の基準を作成し，産業の発展や社会インフラの整備を実現

互換性の確保
相互理解の
促進

品質の確保

安心・安全の確保 新技術の普及 環境の保護

標準化と規格

©JSA 2021
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互換性の確保

標準化によって製品のインターフェース部の形状・寸法を統一

 ユーザの製品選択 容易に
 製品・部品の種類を削減
 大量生産によりコスト抑制

ISOメートルねじ
（ISO 1501）

プリペイトカード 光ファイバコネクタ（IEC 61754-18）
（JIS C 5964-18）

標準化と規格

©JSA 2021
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相互理解の促進

標準化によって相互理解の促進を実現

製図法図記号

非常口
（ISO 6309）

津波危険地域
（ISO 20712-1）

 試験結果の比較 容易
 データの変換 可能
 共通の意味の理解

家庭用コンセント
（EV・PHEV充電用）
（IEC 60417）

標準化と規格

©JSA 2021
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品質の確保

標準化によって 一定水準の品質を維持する

 一定品質を満たしていない製品の市場からの排除
 製品事故の防止・抑制
 認証制度の活用等により，一定レベルの品質確保を消費者に提示

標準化と規格
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安心・安全の確保

標準化によって消費者の安心，安全を確保する

製

品
自動車用タイヤ 石油ストーブ ライター

規

定

・ 耐久性能
・ 高速性能 等

・ 性能
・ 構造
・ 材料
・ 概観
・ 安全装置 等

・ 構造
・ 着火の試験方法
・ ﾁｬｲﾙﾄﾞﾚｼﾞｽﾀﾝｽ機能 等

規
格

ISO 10191
JIS D 4230

自動車用タイヤ

JIS S 2019
自動通気形開放式
石油ストーブ

JIS S 4801
たばこライター
－ 安全仕様 等

標準化と規格
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新技術の普及

標準化によって新しい技術を普及させる

 研究開発段階から，用語，試験方法，

安全性確保の要求事項等を標準化し，

 新技術の普及基盤を形成

・ 新しい市場の創出

・ グローバルな社会問題への対応手段

【例】下肢支援用ロボットスーツ
【例】 生活支援ロボット

標準化と規格
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環境の保護

環境負荷を低減・抑制させる

環境マネジメントシステム サーキュラーエコノミー

標準化と規格

©JSA 2021
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標準化は社会課題解決の手段である

標準化と規格

相互
理解

品質
維持

効率

安全
確保

互換
性 環境

新技
術

課題・標準化ニーズ 規格開発

JIS

ISO IEC

期待効果
あるべき姿

組織の規格の利用

その他
規格

（企業等）
（合意）

社会課題の解決

 規格の利用者：組織体制，品質の改善，社会課題への取り組みの証明等

 規格の開発者：ルール策定に関与することによる先行者利益

普及

©JSA 2021
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（例）シェリングエコノミーの標準化

標準化と規格

課題・標準化ニーズ 規格開発

安心・安全な
サービス普及

組織の規格の利用

プラットフォーマー
（合意）

社会課題の解決

普及

サービスの利用への不安
（安全面・信頼性） ISO/TC 324

Sharing economy

ISO/TS 42501
デジタルプラットフォー
ムの役割を標準化

 プラットフォームを通じて個人間でモノ・場所・スキルなどを貸し借りするシェアリン
グエコノミーの市場が急拡大中

 しかし，不特定の個人同士の取引での安全面や信頼性に不安を持つ人も…

プラットフォームの役割を標準化

©JSA 2021
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1. 標準化と規格

・標準化とは

・規格の分類

・国際標準化の重要性

アジェンダ

標準化と規格
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規格の定義

 与えられた状況において最適な秩序を達成することを目的に，

 共通的に繰り返して使用するために，

 活動又はその結果に関する規則，指針又は特性を規定する文書で
あって，

 合意によって確立し，一般に認められている団体によって承認され
たもの（文書）

例）Shall/しな
ければならない

標準化と規格

“ JIS Z 8002:2006, 標準化及び関連活動― 一般的な用語”
©JSA 2021
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規格の分類

階層別

国際規格

地域規格

国家規格

団体（業界）規格

成立の由来別

デジュール標準

デファクト標準

フォーラム標準

規制との関係

任意規格

強制規格

標準化と規格

※“標準” ≒“規格”
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デジュール標準とデファクト標準

デジュール標準

デファクト標準

フォーラム標準

公的な組織によって承認された規格

市場における企業間競争によって、
広く採用された結果として業界の標
準として認められた事実上の標準

関係企業等のフォーラムによって作
られた規格

日本産業規格（JIS）ＩＳＯ

標準化と規格

Microsoft 
Windows

DVD-ROM

©JSA 2021 22



参考：コンセンサス標準とデファクト標準

標準化と規格

作成過程による
規格（標準）の分類

コンセンサス標準

デジュール標準

フォーラム標準

デファクト標準

長期

標
準
作
成
期
間

短期

低 合意（コンセンサス）形成のレベル 高©JSA 2021 23



国際規格とは，国際標準化機関で制定される規格

国際規格 国際標準化機関が制定する規格

地域規格 地域標準機関が制定する規格

国家規格 国家で制定する規格

団体規格 業界団体が発行する規格

標準化と規格

©JSA 2021
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参考： 各国の標準化機関と国家規格

標準化と規格

国 標準化機関 規格

日本 日本産業標準調査会（JISC） JIS規格

英国 英国規格協会（BSI) BS規格

ドイツ ドイツ規格協会（DIN) DIN規格

フランス フランス規格協会（AFNOR） NF規格

アメリカ 米国規格協会（ANSI) ANSI規格

中国 中国標準化管理委員会（SAC） GB規格

韓国 韓国技術標準化機構（KATS） KS規格
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参考： US SDO（米国の団体規格）

標準化と規格

規格 団体名 備考

ASTM 米国材料試験協会 材料，製品，システム，サービスなどについての規格
を作成。

ASME 米国機械学会 機械工学に関する研究・技術開発・規格を作成。

IEEE 電気電子学会 電気・電子設備機器，機械及び電子部品，コンピュー
タ等の規格を作成。

UL 保険業者安全試験所 様々な製品の安全確保のため規格の作成，及びそれら
に準じた製品試験・認証サービスを提供。

 米国には世界的な影響力を持つ，SDO(規格開発団体）が存在。
 ANSIはこれらSDOを認定（約280機関），SDOが提出する規格を国家規格

(ANSI/**）として指定

©JSA 2021
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標準化と規格

規制と規格の関係

 規格には強制力はなく，利用は任意
 しかし法規制が規格を採用した場合，規格は強制力を有する
（強制規格）

強制規格

規格

法規制強制力あり

強制力なし
【例】 道路運送車両法，薬事法，

建築基準法 など

©JSA 2021 27



標準化と規格

参考：欧州の標準化制度

当局による詳細な技術仕様を含
む指令の作成

指令は必須要求事項のみ規定。
技術仕様は欧州規格を採用

専門性の欠如により意思決定
困難

立案の長期化・遅延

立法がスピードアップ
指令の見直し頻度が減る

ニューアプローチ (1985-)

オールドアプローチ (1970-1985)

©JSA 2021
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標準化と規格

参考：欧州の標準化システム概略

EU

欧州標準化機関
（CEN,CENELEC)

加盟国（欧州）

 指令の例
 低電圧指令
 玩具指令
 建設資材指令
 機械指令

国家規格 国内法

指令

整合欧州規格

欧州規格
(EN) （法制化）（採用）

必須要求事項のみ規定

指令を満たすこと
を証明する手段

©JSA 2021 29



まとめ - ISO/IECの国際規格とは

階層別

国際規格

地域規格

国家規格

団体（業界）規格

成立の由来別

デジュール標準

デファクト標準

フォーラム標準

規制との関係

任意規格

強制規格

標準化と規格

©JSA 2021
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1. 標準化と規格

・標準化とは

・規格の分類

・国際標準化の重要性

アジェンダ
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標準化と規格

規格の不整合による課題

国家
規格

A

×

国によって規格が異なることにより貿易障壁が生じる

国家
規格

B
国家
規格

C

国家
規格

D

©JSA 2021
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標準化と規格

各国に対し，国際規格を基礎として用いることを義務付け

*出典：WTO HP

GATT(ガットスタンダードコード)
（東京ラウンド/1979)

参加は任意（32か国）で限定的

WTO TBT協定
(ウルグアイラウンド/1994)

WTO参加国の一括受諾協定
対象国はWTO参加国全体
（加盟国数164か国，21か国が申請中） 【WTO加盟国の分布】

©JSA 2021
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標準化と規格

WTO（World Trade Organization: 世界貿易機関）

 設立：1995年
 本部：ジュネーブ（スイス）
 加盟国：164か国・地域（2016年7月以降，現在に至る）

（参考）中国は2001年加盟
 目的：国際間における自由貿易の促進
 WTO協定： (1)物品の貿易

(2)サービスの貿易
(3)知的所有権

＊TBT協定は(1) 貿易の技術的障害に関する協定 （附属書1A）

©JSA 2021
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標準化と規格

国際規格とWTO TBT協定

＜附属書 3 のポイント＞
 貿易の障害となるような規格制定を回避

 国際規格を基礎とした任意規格の制定

 国際規格制定への積極的参加

 規格制定に関する作業計画を少なくとも 6 か月に 1 回公表

* ISO／IEC 情報センターに作業計画の存在を通報

 規格制定前には，原則として少なくとも 60 日の意見受付期間を設置

任意規格について，適正実施基準（附属書3）を遵守することを義務付け

国際規格の重要性が
増した

©JSA 2021 35



標準化と規格

参考： 国際規格とWTO政府調達協定

政府調達協定

第10条（技術仕様及び入札説明書）第2項：調達機関は調達され
る物品又はサービスの技術仕様を定めるにあたり，適当な場合
には次の条件に従う

(b)国際規格が存在するときは当該国際規格，国際規格が存在しな
い時は国内の強制規格，認められた国内の任意規格又は建築基
準に基づいて当該技術仕様を定めること

* WTO 加盟における一括受諾の対象ではなく，参加は少数（先進国中心）

 1996 年に発効した協定では，適用範囲のサービス調達への拡大や対象機関の地方
政府・政府関係機関に拡大。
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1. 標準化と規格

2. 国際標準化への参加

3. わが国の標準化政策

アジェンダ
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アジェンダ

国際標準化への参加

２．国際標準化への参加

• 国際標準化機関

• ISOの規格開発体制とプロセス

• 国内審議体制

©JSA 2021
38



国際標準化への参加

代表的な国際標準化機関

IEC（国際電気標準会議)

International Electrotechnical Commission

電気・電子分野の国際規格

ISO（国際標準化機構)

International Organization for Standardization

電気・電子・通信分野以外の国際規格

ITU（国際電気通信連合)

International Telecommunication Union

電気通信，放送分野などの国際規格
©JSA 2021
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国際標準化への参加

国際標準化機構 ISO (International Organization for Standardization）

 国際標準化を推進する代表的な標準化機関の一つ

 電気・電子，通信分野を除く全ての範囲が活動領域

 ISO規格の発行件数： 23,574（2020年）

 加盟国数：165カ国（2020年）

*日本は1952年に加盟

ISO中央事務局（ジュネーブ本部）
©JSA 2021
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国際標準化への参加

国際電気標準会議 IEC (International Electrotechnical Commission）

 電気･電子分野の国際標準化活動を推進

 設立：1906年

 IEC規格の発行件数：7,114件

 加盟国数：89カ国（2020年）

 近年，新たな技術発展に伴いTCの設立が続く

IEC 中央事務局（ジュネーブ本部）
©JSA 2021
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国際標準化への参加

JTC 1 (Joint Technical Committee 1)

 ISOとIECが情報技術(IT)分野の標準化を推進するために1987年に合同で設立

 対象：ISOとIECにまたがる情報技術分野

 幹事国：アメリカ

 メンバー数：Ｐメンバー：35 Ｏメンバー：65

 SC数：22

 JTC 1独自のルールを持つ

(ISO/IEC Directives  Supplement – Procedures Specific to JTC 1)

（2021年3月現在）

©JSA 2021
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国際標準化への参加

CEN, CENELEC

CEN(欧州標準化委員会) (European Committee for Standardization)

 設立：1961年 本部：ブリュッセル（ベルギー）
 対象：電気・通信分野を除くあらゆる分野の欧州規格の作成を担当
 ISO規格開発との関係：ウィーン協定

CENELEC(欧州電気標準化委員会) (European Committee for Electrotechnical

Standardization)
 設立：1973年 本部：ブリュッセル（ベルギー）
 対象： 電気・電子分野の欧州規格の策定の作成を担当
 IEC規格開発との関係：フランクフルト協定（2016年）

※ 通信分野の欧州規格は，ETSI（欧州電気通信規格協会）が担当
©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISO/IECとCEN/CENELECの関係

国際 欧州

ISO

IEC

CEN

CENELEC
国際標準化機構

国際電気標準会議

欧州標準化委員会

欧州電気標準化委員会

ウィーン協定
1991年

ドレスデン協定
1996年

↓
フランクフルト

協定
2016年

©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISOの歴史

ISOの誕生
1946年 25か国65名が将来の国際標準化について議論
1947年 67のTCとともにISO発足

ISO 第1号規格 発行（1951)
幾何及び寸法特性の仕様のための標準基準温度

©JSA 2021
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国際標準化への参加

現在，サービスや社会システム分野の標準にまで発展

・互換性の確保

・安全性の確保

・品質維持

・品質マネジメントシステム

・環境マネジメントシステム

・新技術の普及

・サービス分野への拡大

ドローン サービス

現在

従来

ねじ

図記号
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国際標準化への参加

ISOは，国際標準化によってSDGs実現に貢献

各SDGsゴールに貢献できるISO規格数
［出典：ISOホームページ］

335
2328501

2690
432 171 495 774

130994236101824612221
473

12168

貧困 飢餓 健康福祉 教育 ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 水、ﾄｲﾚ ｴﾈﾙｷﾞｰ 働き、経済 産業、技術革新

人・国
の平等

持続可能
な都市

責任ある消
費と生産

気候変動 海の保護 陸の保護 平和と公正 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ
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アジェンダ

国際標準化への参加

２．国際標準化への参加

• 国際標準化機関

• ISOの規格開発体制とプロセス

• 国内審議体制

©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISOの組織体制

理事会(Council)
20カ国

発展途上国対策委員会
(DEVCO)

消費者政策委員会
(COPOLCO)

TMB（技術管理評議会）
15カ国

TC（専門委員会) 254

SC（分科委員会） 501

WG（作業グループ）2,832

ISO中央事務局

総会 年一回開催 会長
副会長（政策）

役員 副会長（技術）
副会長（財務）
財務監事
事務総長

（注）人数、委員会数等は2020年末現在

適合性評価委員会
（CASCO)

理事会常設委員会(CSC)
CSC/SPC（政策戦略）

CSC/FIN（財政）

国際規格開発が
行われる場

©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：ISOで使われる用語

©JSA 2021
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国際標準化への参加

TC，SC，WGの違い

特定の産業・テーマを取り
扱う専門委員会

例）ISO/TC 20（航空機
および宇宙機）

（TCの下で）特定の課題
を取り扱う分科委員会

例）ISO/TC 20/SC 16
（無人航空機システム）

（TC/SCの下で）個別規格
案を作成するグループ

例）ISO/TC 20/ 
SC 16/WG 1（用語）

TC
Technical committee

SC
Sub committee

WG
Working group

©JSA 2021
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国際標準化への参加

TC/SCは国代表の立場，WGは専門性で参加

グループ 立場 決定事項

TC/SC 自国の立場で参加
国代表（Delegate）

Resolution
(決議）

WG
（自国代表ではない）
個人の立場で参加

エキスパート（Expert）

Recommendation
（推奨事項）

©JSA 2021
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国際標準化への参加

TC/SCの運営に関わる人々

 議長，国際幹事が委員会を運営する
 Pメンバー・Oメンバー，リエゾンで構成

議 長
国際幹事

Pメンバー
積極参加・投票義務を有する

リエゾンメンバー

Oメンバー
オブザーブ

幹事国
TC/SC運営を引き受けた

会員団体（国）
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議長 国際幹事

国代表組織
（P/Oメンバー）

*全34か国

リエゾンメンバー
国際消費者機構
欧州労働組合
他ISO/TC関係者 など

幹事国

（例）ISO/TC 324 シェアリングエコノミー

国際標準化への参加

TC/SCの運営に関わる人々

©JSA 2021
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国際標準化への参加

ＰメンバーとＯメンバー

・業務に積極参加

・投票の義務

・会議への貢献義務

・オブザーバーとして参加

・文書受領可＋会議出席権利あり

・委員会内投票は不可（コメント提出
可）

Pメンバー
(Participating member)

Oメンバー
(Observing member)

©JSA 2021
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国際標準化への参加

Pメンバーの義務を果たさないと，Oメンバーに降格になる

Pメンバーは，以下のような場合には， Oメンバーへの降格の対象になりうる

連続して2 回の会議に貢献せず，かつどのプロジェクトにもエキスパートを
一人も任命しない場合

 1暦年の間に，TC 又はSC 内で正式に委員会内投票（CIB）に付された（少
なくとも2つの）案件に対して，投票していない比率が20 %を超えた場合

 TC 又はSC のP メンバーが，DIS，FDIS，定期見直しの投票を怠った場合

会議参加と投票期限に注意！

©JSA 2021
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国際標準化への参加

リエゾンとは

 業務範囲の一部が相似通ったTC/SC間，外部機関と締結
 規格内容の重複により不都合な規格ができないように監視

TC a
の

業務範囲

TC b/SC x
の

業務範囲

TC c
の

業務範囲
？ ？

相互の境界領域（グレーゾーン）を監視
重複回避の調整

リエゾンオフィサー

©JSA 2021
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国際標準化への参加

内部リエゾンと外部リエゾン

ISO内のTC/SCとのリエゾン

ISOとIEC間のリエゾン

他の機関とのリエゾン

ISO中央事務局が申請を確認

内部リエゾン 外部リエゾン

消費者団体

ISO/TC**
労働団体

etc..

カテゴリ

Aリエゾン TC/SC/WGレベル
Bリエゾン 政府間機関

Cリエゾン WGレベル

©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：ステータス まとめ

業務項目
ステータス

Pメンバー Oメンバー ノンメンバー リエゾン

位置付け 積極参加 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 不参加 業務貢献

TC/SC会議参加 参加義務 参加可 --- 参加可

WG活動参加 参加可 参加不可 --- 参加可

NP・CD投票 投票義務 ｺﾒﾝﾄ提出可 --- ｺﾒﾝﾄ提出可

DIS・FDIS投票 投票義務 投票可 投票可 ｺﾒﾝﾄ提出可

定期見直し投票 投票義務 投票可 投票可 ｺﾒﾝﾄ提出可

©JSA 2021
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国際標準化への参加

国際幹事と議長の役割

役職 役割 任命

国際幹事
(Committee 
manager)

TC/SCの運営に当たる事務局担当者
国際的な立場で行動

幹事国が任命

議長
(Chair)

TC/SCの運営全般に責任
国際的な立場で行動（注：自国代表兼務不可）
国際幹事の任務遂行の相談にのる

幹事国が指名，
TC⇒TMBが任命
SC⇒TCが任命

 議長，国際幹事は，会議やプロジェクト進行などの主導権がある

 幹事国を担うことで戦略的に委員会運営を進めることができる
©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：ISO主要国による幹事国引受数の推移
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（出典：ISO資料）

アメリカ

ドイツ

イギリス

フランス

日本

中国

70

132

75

108

74

76
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国際標準化への参加

参考：最近のTC設置提案国（≒幹事国引受）
ISO/TC 321 電子商取引における取引保証

ISO/TC 322 持続可能なファイナンス

ISO/TC 323 循環型経済

ISO/TC 324 シェアリングエコノミー

ISO/PC 325 性玩具のデザイン，安全性要求事項

ISO/TC 326 食品への使用を意図する機械

ISO/TC 327 天然石

ISO/TC 328 人口石

ISO/PC 329 消費者事故調査ガイドライン

ISO/TC 330 殺菌及び抗菌特性をもつ表面

ISO/TC 331 生物多様性

ISO/TC 332 金融機関及び商業組織におけるセキュリティ機器

ISO/TC 333 リチウム

ISO/TC 334 標準物質
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国際標準化への参加

WGの運営に関わる人々

 コンビーナがグループを運営
 Pメンバーから指名された専門性を有するエキスパートがWGに参加

コンビーナ WG事務局

プロジェクトリーダー
（PL）

※国際規格開発プロジェ
クトの責任者

エキスパート
※個人の立場で参加

ISO **** ISO *** PL

©JSA 2021
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国際標準化への参加

WGの運営に関わる人々

役職 役割

コンビーナ (Convenor) WG会議の運営責任者

WG事務局 (WG Secretary) コンビーナを支援

プロジェクトリーダー (PL) 国際規格開発プロジェクトの責任者

エキスパート (Expert) 個人の立場で議論に参加（自国代表ではない）

©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISO規格開発プロセス － フロー

SR
定期見直し

NP

提案段階

WD

作成段階

CD

委員会段階

DIS

照会段階

FDIS

承認段階

IS

発行段階

５年毎

提案が承認されてから，国際規格発行まで平均３年以上

 提案内容（タイトル，Scopeなど）
 開発期間（18，24，36か月）を選択

©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISO規格開発プロセス － 各段階

参加国の“コンセンサス”を得ながら開発

ステータス 実施事項 承認基準

NP New proposal 新たな標準化の提案 Pメンバー２/3以上賛成
＋４～５か国からの協力

WD * Working draft 規格原案の作成 エキスパート間で合意

CD * Committee draft 委員会内での合意 コンセンサス
（Pメンバー２/3以上賛成）

DIS Draft international 
standard

ISO全加盟国への意見
照会

Pメンバー２/3以上賛成
（投票国の1/4未満の反対）

FDIS *
Final draft
international 
standard

最終の意見照会 Pメンバー２/3以上賛成
（投票国の1/4未満の反対）

IS International 
standard ISO規格発行

（* スキップ可）
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国際標準化への参加

参考：ステージコード

段階

副段階

00
登録

20
主要活動
開始

60
主要活動
完了

90 決定
92 93 98 99
以前の
段階の
繰返し

現在の
段階の
繰り返し

破棄 進行

00 PWI (予備段階) 00.00 00.20 00.60 00.98 00.99

10 NP (提案段階) 10.00 10.20 10.60 10.92 10.98 10.99

20 WD (作成段階) 20.00 20.20 20.60 20.98 20.99

30 CD (委員会段階) 30.00 30.20 30.60 30.92 30.98 30.99

40 DIS (照会段階) 40.00 40.20 40.60 40.92 40.93 40.98 40.99

50 FDIS (承認段階) 50.00 50.20 50.60 50.92 50.98 50.99

60 IS (発行段階) 60.00 60.60

90 SR (見直し段階) 90.20 90.60 90.92 90.93 90.99

95 廃止段階 95.20 95.60 95.92 95.99

投票開始 投票終了
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国際標準化への参加

“コンセンサス (consensus)”とは

 妥協できない反対意見が無いこと
 全関係者の見解を考慮
 対立した議論の調和
 ≠ 満場一致

議長が国際幹事（必要な場合プロジェクトリーダー)と協議の上，十
分な支持があるか判断する責任を負う

コンセンサスについて疑義のある場合，TC 又はSC の投票したP メン
バーの2/3 以上の賛成があれば，委員会文書案は照会段階用の文書案
として登録することを承認されたと見なすことが可能

[ISO/IEC Guide 2:2004, 1.7]

[ISO/IEC Directive Part 1, 2.5.6]©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISO 行動規範（Code of Conduct）

 議長，国際幹事，コンビーナ，プロジェクトリーダー，エキスパート， ISO中央事
務局，国家標準化機関など， ISOの専門業務に携わるすべての関係者に適用

 国際会議への参加者は特に留意する必要がある

＜主な原則＞
 他者への尊重
 倫理的な振る舞い
 論争の解決
 国際社会の便益の追求
 コンセンサスとガバナンスの維持
 明確な目的とスコープへの合意
 積極的な参加と効果的な代表©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISO/IEC Directives（専門業務用指針）

ISO規格開発の
基本ルール，規格開発手順

ISO規格の
文書作成のルール

ISO/IEC専門業務指針 第1部

＋ 補足指針-ISO専用手順

ISO/IEC専用業務指針 第2部

©JSA 2021
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国際標準化への参加

規格の構成

主な区分 和訳名称 内容

Title 名称 規格のタイトル
Foreword まえがき 開発のTC/SC

Introduction 序文 文書の紹介

Scope 適用範囲 文書の対象を定義

Normative references 引用文書 他規格から規定を引用する場合

Terms and definitions 用語及び定義 規格で用いられる用語を説明

Symbols and abbreviated terms 記号及び略語 （記号・略語がある場合）

Technical content 専門的内容 規格中に規定する本文
Annexes 附属書 本文の内容を補足

Bibliography 参考文献一覧 参考となる文書を記載

※網掛け箇所は，必須項目
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国際標準化への参加

規格の注意すべき表現

■ Shall/Shall not（要求事項）
• しなければならない/してはならない
■ Should/Should not（推奨事項）
• することが望ましい/しないほうがよい。
■ May/May not （許可事項）
• してもよい/しなくてもよい
■ Can/Can not （可能性）
• することができる。
• が可能である。

※“shall” の代わりに “must ”は用いない。

©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：ISOが発行するIS（国際規格）以外の文書の種類

発行物名 文書内容 文書特徴

TS
技術仕様書

ISとして合意が直ちに得られな
い暫定的適用の規格

・規範文書
・(投票)Pメンバの2/3以上の賛成

PAS
公開仕様書

ISの完成に先立って発行される
中間仕様書

・規範文書
・(投票)Pメンバの過半数の賛成

TR
技術報告書

・参考データ
・ガイダンス

・参考文書（要求事項含まない）
・(投票)Pメンバの過半数の賛成

IWA
国際ワークショ

ップ協定
特定の分野においてワークショ
ップを開催し，合意されたもの

（TMBが開発の承認を行う)
投票規定なし

©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：ISO活動への参加 ～準備編～

 ISOシステム（Global Directory）への登録
・審議文書の閲覧（ISO document）
・国際会議への参加登録（ISO meeting）

 ISOルールの理解
・ISO/IEC Directives, Part 1, Part 2
・ISO行動規範

©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：ISO活動への参加 ～実践編～

他国の規格開発プロジェクトの審議
・（国内委員会を通じてまとめた）コメントの提出，投票

・国際会議で，意見の主張

規格開発の提案

・提案文書，ドラフトの作成・修正
・国際会議で，ドラフトの説明
（参考： ISOコメントテンプレート）

©JSA 2021
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アジェンダ

国際標準化への参加

２．国際標準化への参加

• 国際標準化機関

• ISOの規格開発体制とプロセス

• 国内審議体制

©JSA 2021
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国際標準化への参加

日本産業標準調査会（JISC）の概要

JIS（日本産業規格）の制定，改正等に関する審議を行う

産業標準，JISマーク表示制度， 試験所登録制度など産業標準化の促進
に関して関係各大臣への建議や諮問に応じて答申を行う

国際標準化機構（ISO）及び国際電気標準会議（IEC）に対する我が国
唯一の会員

©JSA 2021
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国際標準化への参加

ISOと国内の審議体制

経済産業省

ISO/IEC国内審議団体

1国1機関登録

政策

事務局

関係企業研究機関

大 学

日本規格協会
(JSA)

関係省庁

国内委員会
支援

委任

©JSA 2021
78



国際標準化への参加

国内審議団体とは

 ISO/IECの国際標準化活動では，TC/SC単位で国内審議団体が割り当てられる

 JISCの国際規格開発の実務を国内の専門性を有する団体・工業会等が請け負う

ISO規格策定に関する
TC/SC/WG活動への参加

ISO規格案の審議と投票，そのための
国内審議委員会の編成と運営

TC/SC幹事国業務
及び/又はWGコンビーナ業務

JISCによる委託業務

©JSA 2021
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国際標準化への参加

参考：国際と国内の審議体制の関係

ISO/TC ***/SC **

ステークホルダー（例）ANSI（米）

企業・業界団体

研究所

大学

その他

ISO/TC***
国内委員会

Pメンバー（例）

AFNOR(仏）

BSI (英)

DIN(独）

SAC(中国）

その他・・

ISO/TC ***

国内審議団体
（事務局）

運営

JISC (日本)

国内体制

©JSA 2021
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国際標準化への参加

まとめ

 国際規格開発は，TC，SC，WGで進められる

 国際規格開発は， コンセンサスに基づく

 ISOは，１か国１機関登録，日本はJISC（日本産業標準調査会）

が登録

©JSA 2021
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次の設問について、それぞれ〇又は×をお選びください。

1. 国際規格の利用は原則，任意である
2. 国際規格開発は，TC（専門委員会），SC（分科委員

会），WG（作業グループ）で行われる
3. ISOは，１か国１機関登録であり，日本はJSAが登録さ

れている
4. TC/SCは，議長と国際幹事によって運営される

5. ISOにおける“コンセンサス”とは満場一致を意味する

Quiz－講義の復習

©JSA 2021
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次の設問について，それぞれ〇又は×をお選びください。

6. デジュール規格の例として， DVD-ROMの規格がある。

7. CD段階は， WG内のコンセンサスを得る段階である。

8. WGはRecommendation（推奨事項）をTC/SCに報告できる。

9. 規格では，shallは要求事項，shouldは推奨事項を指す。

10. ISOとCENとの間で結ばれているのは，「フランクフルト協

定」である。

Quiz－講義の復習（つづき）
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ＪＳＡの取組み

1. 標準化と規格

2. 国際標準化への参加

3. JSAの取組み

アジェンダ
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ＪＳＡの取組み

国内で活用できる規格の比較

JSA規格 JIS ISO

概要 企業，団体等の依頼を受けて，
開発する日本規格協会規格

産業標準化法に基づき主務
大臣が制定する日本産業規
格

国際標準化機構が発行する電
気・電子，通信分野以外の国際
規格

特徴
・利害関係者・業界の調整を
経ず発行
・開発から発行まで3か月～1
年程度

・産業標準化法に基づく手
続き，業界内の調整を経て
発行

・開発から発行まで1~２年
程度

・国内の合意をもって，提案。
参加国のコンセンサスを経て，
発行
・開発から発行まで３年程度

具体
例

JSA-S 1001:2019 エクセ
レントサービスのための規格
開発の指針
JSA-S 1202:2019 シェア
リングエコノミーーオンライ
ンプラットフォームの運用－
仕様

JIS Y 1001:2019 サービ
スロボットを活用したロ
ボットサービスの安全マネ
ジメントシステムに関する
要求事項

ISO/TC 312 エクセレンスイ
ンサービス
ISO/PC 315 温度管理保冷配
送サービス
ISO/TC 324 シェアリングエ
コノミー

©JSA 2021
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ＪＳＡの取組み

JSA規格の活用

さまざまな“規格開発ニーズ”に対応

 多種多様な開発ニーズに対応（個別企業発の規格開発も）
 迅速な開発スケジュール

期待される効果の広がり

 国際展開の道筋

JSA規格発行数：8件（2020年7月末現在）

JSA-S1001:2019 ヒューマンリソース マネジメント－従業員満足－組織における行動規範のための指針
JSA-S1002:2019 エクセレントサービスのための規格開発の指針
JSA-S1003:2021 保険代理店サービス品質管理態勢の指針
JSA-S1004:2020 コールドチェーン物流サービス－低温保管サービス及び低温輸送サービスに関する要求事項
JSA-S1202:2019 シェアリングエコノミー－オンラインプラットフォームの運用－仕様
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SDGsの貢献と日本規格協会の国際標準化の取組み

ISO/TC 321
Transaction assurance 

E-commerce

ISO/TC 322
Sustainable

Finance
ISO/TC 324

Sharing economy

ISO/TC 314
高齢化社会

ISO/TC 282/ SC 3
再生水

ISO/TC268/SC1
スマートシティ

ISO/TC 283
労働安全衛生

 日本規格協会は，国際標準化を通じてSDGsへの貢献を目指します

ＪＳＡの取組み

©JSA 2021 87



国際協力に向けて

1
2

3

5
4

JSAは各国のSDOとネットワーク構築

独規格協会（DIN）と独電気電子情報技術委員会
（DKE）との規格開発に係る協力協定（2018年）

仏規格協会（AFNOR）との協力協定（2018年）

英規格協会（BSI）との協力協定（2018年）

ISO本部への職員出向（2014年～2019年）

JETROジュネーブ共同事務所（2019年4月開設）

1

2
3
4
5

6

カナダ規格協会（CSA）との協力協定（2020年）6

7 8

9

中国標準化協会（CAS）との協力協定（2019年）

韓国標準協会（KSA）との交流

シンガポール標準化機関（ESG/SSC）との
協力協定進行中

7
8

9

11

【ヨーロッパ】 【北米】

【アジア太平洋】

ＪＳＡの取組み
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ご清聴ありがとうございました

お問合せ先：
(一財)日本規格協会 研修事業チーム

TEL：050-1742-6287
E-mail：etd@jsa.or.jp
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